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1 

みな からだ 

皆さん は、 人間の 身体 は 右と 左と まったく 同じ 

だと、 思って いますでしょう。 右と 左と に それぞれ、 

眼が 一 つ、 耳が 一 つ、 鼻が 半分、 口が 半分、 手が 一 つ、 

足が 一 つ …… 。 まんなかから 切って みると、 右と 左と 

は、 まったく 同じように 見えます。 ところが、 よくし 

かみさま 

ら ベて みると、 ずいぶん ちがって います。 いくら 神様 

でも、 生きた 人間の 身体 を、 右と 左と まったく 同じに 

こさえ る こと は、 おできに ならなかった のでしょう。 

自分の 顔 やひとの 顔 を、 よく 見て ごらんなさい。 眼で 



も 耳で も、 右と 左で は、 その 大きさ や 形が みなち がつ 

ています。 右と 左と 同じな もの は、 けっして ありませ 

ん。 手なん か、 大きさ も 長さ もちが うし、 力 もちが い 

むね まら 

ます。 ことに、 胸の 中 や 腹の 中になる と、 右と 左と は 

ひどく ちがって る ものです。 それです から、 たとえば 

目 かくし をして、 広い ところ を、 歩いて みて ごらんな 

さい。 けっして まっすぐに 歩け る ものではありません _ 

しぜん 

自然に、 右 か 左 かに まがって しまいます。 人間 は、 ど 

んな りっぱな 身体の ひとで も、 右と 左と はかた わです 



そういう 話 を、 先生が なさい ました 



二 

広いた いらな 野原でした。 春 さきのこ とで、 日が う 

しば < さ 

らら かにて つ て います。 芝草が 青々 とのび だしてい ま 

す。 蝶が とんで います。 空に は 高く、 雲雀が ないて 

レます 

か さき 

みんなで じゃんけん をして、 勝った ものが 一番 先に、 

ハンケ チで目 かくし をして、 まっすぐに 歩き だし まし 

た。 ほかの 者 は 立って 見て います。 

目 かくし をした 者 は、 まっすぐに 歩いて るつ もりで 



きました。 

風に まけて なる もの か。 

マサち やん は 歯 をく いしば つて、 進んで いきました。 

「ばか— …… 」 

おや、 と 思った が、 気のせいの ようでした。 けれど、 

'y かお 

また さ ー つと 吹いて くる 風が、 顔 をな でて、 目 かくし 

の ハンケ チの 下の 耳 もとで、 

「ばか ー ばか— 」 

マサち やん はがまん しました。 

それでも 風 は、 また 吹きつけ てきて、 耳 もとで 声 を 

たてました。 



お父さんと お母さん とが、 心^そう に マサ ちゃんの 

よ. つす 

様子 を ながめました。 

「どうしたんで すか」 とお 母さんが たずねました。 

マサち やん は、 目 かくし をして まっすぐに、 歩きつ 

こ をした こと を、 話しました。 それから 風の こと 

「風が、 ばか ー、 ばか とわる くち をい うから、 

ぼく かえ 

僕 も、 ばか— …… といい 返して やつたん です」 

お父さん は 笑いました。 

「それ は、 お前の 方が ばか だよ。 風に さからって もつ 

まらない。 風と いう もの は、 強くな つたり 弱くな つた 

いき ふ 

り、 息をついて 吹く から、 その 中 を まっすぐに 歩く の 



は むずかし いよ。 木の葉 だって、 まっすぐに 落ちたり、 

ななめに 吹きとば されたり してる じ やない か」 

硝子 戸の 外に は、 まだ 風が 吹いて いました。 庭の す 

しい ふる は ち 

みに ある 椎の 木の 古葉が、 一つ 二つ 散って いました。 

風に 吹かれて 横に とんでる かと 思う と、 風が ちょっと 

いき あいだ お 

息をする 間、 まっすぐに 落ちます。 かと 思う と、 また 

は ふ 

さ— つ と 風が きて、 葉 は ひらひらと 吹きとば されます 

o 

いき 

「風って、 息をす るんで すか」 と マサち やん はいい ま 

した。 

いき いき いき 

「うむ、 息をする よ。 自、5 をす ると いうより、 風 はきな 
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